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概要 

当院呼吸器内科は、呼吸器内科スタッフ4名と初期・後期研修医など常時10名前後で診療しています。

概ね40-50名前後が入院されており、チーム制で診療をしています。 

チームに配属され、担当医として毎日の診療に参加し身体診察、医療面接などを行います。得られた情

報から指導医、専攻医と日々ディスカッションを行い治療方針の相談を決定します。カンファレンスは

週3回行っており、ベッドサイドから得られる情報を重要視して回診も行います。実習内容については

個々の希望もふまえて設定します（胸腔ドレナージの手技や気管支鏡検査、エコー下生検などの経験な

ど）。 

 

 

 

 

 

 



実習スケジュール 

１． 主治医団としての実習：毎朝、担当症例を診察し、病状を把握する。①主治医・指導医とのディス

カッションを通じて治療方針の確認を行う。検査、治療、ICにも同行する。主治医団担当の患者さんを

分担して複数人担当する。②カンファレンスでは担当患者全員のショート・プレゼンを行う。 

２． カンファレンス：呼吸器内科全体の病棟カンファレンス（週2回）、専攻医向けカンファレンス

（週1回）、退院後カンファレンス（週1回）、気管支鏡・がん治療カンファレンス（週1回）に参加し

担当患者のプレゼンテーションを行う。 

３． 救急対応、胸水穿刺、ドレナージなどの処置の見学、気管支鏡検査などへの参加 

4． 外来見学：任意 

5.  健診読影：健診のレントゲン読影を行う。 

6． 院内開催の研修医向けレクチャーへの参加（開催時適宜） 

 

 

学生へのメッセージ 

カンファレンスが豊富で患者さんの背景に見合った診療を心掛けています。相談しやすい雰囲気を心掛

けており、患者さんに起こっている事実や事象・本質を見抜く事を重要視し、現場での最適解を模索す

ることを常に努力して治療につなげることを目標にします。呼吸器内科である前に内科医であれ、との

コンセプトのもと専門性に偏りすぎず、内科医として必要な知識、考え方を学んで頂けると思います。 

呼吸器内科を目指す方、内科を目指す方の進路相談にものります。お気軽に相談してください。                                                                                                                                                                                                                         
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